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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月11日(2018.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンタゴニストである抗ＶＩＳＴＡ抗体またはＶＩＳＴＡポリペプチドを含むＶＩＳＴ
Ａアンタゴニストの有効量の、以下のいずれかに使用するための医薬の製造における使用
：
（ｉ）　必要とする対象における、ＶＩＳＴＡが媒介する液性免疫阻害の阻害または無効
化；
（ｉｉ）　必要とする対象における、限定はされないが、抗原特異的な抗体応答を含む、
Ｂ細胞増殖またはＢ細胞応答の増加；
（ｉｉｉ）　必要とする対象における、抗原または治療抗体に対して誘発される液性免疫
応答の促進；あるいは
（ｉｖ）　治療ワクチンまたは予防ワクチンによって誘発される液性免疫応答の促進。
【請求項２】
　前記対象が、癌、感染性疾患状態、またはＢ細胞免疫が抑制される他の状態を有する、
請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　腫瘍抗原、自己抗原、アレルゲン、または感染病原体の抗原から選択される抗原の使用
をさらに含む、請求項１に記載の使用。
【請求項４】
　ｉＮＯＳ／ＮＯ阻害物質の使用をさらに含む、請求項１、２、または３に記載の使用。
【請求項５】
　前記ｉＮＯＳ／ＮＯ促進物質が、一酸化窒素もしくは一酸化窒素の合成を阻害する化合
物、アルギニン誘導体、ＮＧ－ニトロ－Ｌ－アルギニンメチルエステル、ＮＧ－エチル－
Ｌ－アルギニン、Ｎ－イミノエチル－Ｌ－アルギニン、Ｌ－ＮＧ－メチルアルギニン、Ｎ
Ｇ－ニトロ－Ｌ－アルギニン、ＮＧ－ニトロ－Ｌ－アルギニンメチルエステル、ロバスタ
チン、フェニル酢酸のナトリウム塩（ＮａＰＡ）、ＦＰＴ阻害物質ＩＩ、Ｎ－アセチルシ
ステイン（ＮＡＣ）、ｃＡＭＰ、Ｌ－ＮＭＡ、またはＬＮＭＭＡから選択される、請求項
４に記載の使用。
【請求項６】
　前記対象が：（ｉ）ウイルス、細菌、または寄生虫によって引き起こされる感染性疾患
を有するか；（ｉｉ）進行癌、転移性癌、及び／または固形腫瘍を有するか；あるいは（
ｉｉｉ）肉腫、黒色腫、卵巣癌、肺癌、リンパ腫、白血病、または骨髄性の癌を有する、
請求項１、２、または３に記載の使用。
【請求項７】
　アゴニストである抗ヒトＶＩＳＴＡ抗体、抗ヒトＶＩＳＴＡ抗体断片、ＶＩＳＴＡ－Ｉ
ｇ結合体、またはＶＩＳＴＡの多量体形態から選択されるＶＩＳＴＡアゴニストの有効量
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の、以下に使用するための医薬の製造における使用：
（ｉ）必要とする対象における、ＶＩＳＴＡが媒介する液性免疫阻害の促進または増加；
あるいは
（ｉｉ）必要とする対象における、限定はされないが、抗原特異的な抗体応答を含む、Ｂ
細胞増殖またはＢ細胞応答の抑制。
【請求項８】
　Ｂ細胞応答または抗体応答が疾患病理に関与する、自己免疫性状態、アレルギー性状態
、炎症性状態、または感染性状態を有する対象の治療のために使用される、請求項７に記
載の使用。
【請求項９】
　前記抗原が、腫瘍抗原、自己抗原、アレルゲン、または感染病原体の抗原である、請求
項７に記載の使用。
【請求項１０】
　前記ＶＩＳＴＡ－Ｉｇが、任意選択で、補体との結合、ＦｃＲとの結合、ＡＤＣＣ、糖
鎖修飾、または半減期を含めた少なくとも１つのエフェクター機能の減弱または増加のた
めに改変され得る、ＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３、またはＩｇＧ４のＦｃ領域またはそ
の断片を含む、請求項７に記載の使用。
【請求項１１】
　ＰＤ－１アンタゴニストまたはＰＤ－Ｌ１アンタゴニストの使用をさらに含む、請求項
１に記載の使用、あるいはＰＤ－１アゴニストまたはＰＤ－Ｌ１アゴニストの使用をさら
に含む、請求項７に記載の使用。
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